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国際子ども図書館 学校図書館セット貸出し 
東アジアセット 中学校向 内容紹介 

 

このセットに含まれる本の内容紹介です。 

学校での本の紹介や展示、学校図書館での選書などにご利用下さい。 

※外国語の本にある日本語タイトルは参考訳です。 

 
 
1. くらやみのくにからきたサプサリ 
チョン・スンガク 絵・文, おおたけきよみ 訳 
アートン 2004 年 

2. 까막나라에서 온 삽사리（韓国語） 
정승각글·그림 
초방책방 1994 年 

 

韓国の絵本。サプサリという韓国固有の犬の由来について、昔話をもとに、現代の絵本作家が新た

に創作した物語。光がなくて困っていた暗闇の国の王さまのために火を持ち帰ろうとし、太陽と月に

かみついた犬から、黄金に光る黄サプサリと青く光る青サプサリが生まれた。青龍や朱雀なども登場

し、東洋に古代から伝わる宇宙観と韓国の神話的世界を知ることができる。 
 
3. ソリちゃんのチュソク 
イ・オクベ 絵と文, みせけい 訳 
セーラー出版 2000 年 

4. 솔이의 추석 이야기（韓国語） 
이억배글·그림 
길벗어린이 1995 年 

 

韓国のチュソク（秋夕）は日本のお盆にあたり、家族みんなでふるさとに戻り、先祖にお参りをす

る行事である。ソリちゃんと両親は、おばあちゃんや親戚と一緒に、故郷でチュソクを迎える。現代

韓国の都会と田舎の様子、伝統的な風習などが、絵の中に丁寧に描き込まれている。 
 
5. ねずみのおよめいり 
モニカ・チャン 文, レスリー・リョウ 絵, 高佩玲 訳 
河出書房新社 1994 年 

6. 老鼠娶新娘（中国語繁体字） 

張玲玲 文, 劉宗慧 圖 

遠流出版 1992 年 

 

猫におびやかされているねずみ村の村長さんは、猫より強い婿を迎えたいと考える。太陽に娘の婿

になってくれと言うと、雲が太陽を隠してしまう。そこで村長さんは、今度は雲に声をかけて…。台

湾の画家の美しい絵が映える昔話絵本。 

Ｄ 
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7. ヤンヤンいちばへいく 
周翔 作, 文妹 訳 
ポプラ社 2006 年 

8. 荷花镇的早市（中国語簡体字） 
周翔 文・图 

二十一世纪出版社 2006 年 

 

おばあちゃんの誕生日を祝うために田舎にやってきた都会育ちの男の子ヤンヤンは、早朝、メイお

ばちゃんと船で市場へ向かった。物売りやお芝居の声で活気に溢れ、人々の心の触れ合いのある市場。

そこに惹かれていくヤンヤンの様子が淡く温かな色彩で伝えられる。著者が自身の幼年時代を思いな

がら 5 年の歳月をかけて描いたという。日中同時出版の絵本。 
 

9. 写真でたどる中国の文化と歴史（｢知｣のビジュアル百科 23） 
アーサー・コットレル 著, 佐々木達夫 日本語版監修, 中村慎一 訳 
あすなろ書房 2006 年 

 

世界最古の中国文明の中で生まれた紙、印刷術、火薬、羅針盤。｢三絶｣として知られる書、詩、画。

漢方薬や鍼術といった中国医学。農村や都市の生活。これら中国の豊かな文化と歴史を、紀元前 1650
年に遡る商の時代から現在まで約四千年にわたり、主に美術品の写真を用いて紹介している。巻末索

引あり。 
 
10. 子どもに語るモンゴルの昔話 
蓮見治雄 訳・再話, 平田美恵子 再話 
こぐま社 2004 年 

 

家畜や野生動物と共に生きてきたモンゴルの人々の間で生まれた昔話。「ツバメとアブ」、「石にな

った狩人」、「草原の白い馬」など全 15 話を収録。狩りや牧畜を主な仕事とし、ゲルという移動住居

に暮らす遊牧民の生活を知ることができる。声に出して読み、子どもたちと口承文芸の世界を共有し

たい。 
 
11. チベットのものいう鳥 
田海燕 編, 君島久子 訳 
岩波書店 1977 年 

 

チベット族に語り伝えられている民話。24 の短編が繋がって一大長篇となる、アラビアン・ナイト

のような形式を取る。賢い王子は、沈着な性格と強靭な精神がもてるようにと、金玉鳳凰を探しに行

く。王子は鳳凰を見つけるが、鳳凰の話に夢中になって、つい口を利いてはいけないという約束を破

ってしまう。 
 
12. ネギをうえた人 
金素雲 著 
岩波書店 2001 年 

 

人間が牛に見えるため、人間同士が食べあっていたが、ネギを食べることで人が人として見えるよ

うになる表題作「ネギをうえた人」、一面の泥沼だった世界に海や山ができたわけを語った「山や川」

など、朝鮮の民話 33 話を収録。 
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13. 韓国朝鮮を知る事典 新版 
伊藤亜人, 大村益夫, 高崎宗司, 武田幸男, 吉田光男, 梶村秀樹 監修 
平凡社 2014 年 

 

韓国・朝鮮についての総合辞典。自然、歴史、文化のほか、政治・外交、産業・経済、日本との関

係など現代の情報も詳しく知ることができる。朝鮮史略年表、統一問題年表、索引あり。文献案内や

韓国・朝鮮について知ることのできる Web サイトの URL リストなど、参考情報も充実している。 
 

14. 朝鮮半島の文字「ハングル」と言葉（世界の文字と言葉入門 3） 
野間秀樹 監修, こどもくらぶ 著 
小峰書店 2004 年 

 

「ハングル」の基本的な構造やその発音と、簡単な言葉を紹介する。あいさつの言葉のページでは

礼儀作法、料理の単語のページでは食事のマナーなども合わせて解説されており、言葉と同時に朝鮮

半島の生活や文化についても知ることができる。巻末には用語索引とともに、日本語から韓国・朝鮮

語への索引もある。 
 
15. 中国の漢字と中国語（世界の文字と言葉入門 2） 
小林二男 監修, 稲葉茂勝 著  
小峰書店 2004 年 

 

日中で異なる漢字の意味や字形の紹介から始まり、四声や発音といった会話の基礎、ピンインや語

順といった文法の基礎をコンパクトに解説する。コラムが豊富でクイズ形式で知識を確認できる。巻

末には中国語の頻出フレーズ集、基本データ、索引あり。用語索引の他に、日本語から中国語への索

引もある。 
 
16. はてな？なぜかしら？中国と朝鮮半島の問題 改訂版！ 
池上彰 監修 
教育画劇 2016 年 

 

中国、朝鮮半島の国際問題について、図やイラスト・漫画を交えながら解説。東アジアの平和のた

めに日本がどうすべきか、様々な意見の紹介とともに問題を提起している。身近な国際問題について

知るだけでなく、自ら考えるきっかけになる。巻末索引あり。 
 
17. 池上彰の世界の見方 中国・香港・台湾 
池上彰 著 
小学館 2016 年 

 

著者が中学校で行った授業を元に現在の中国・香港・台湾の情勢を解説する。これらの地域と日本

との関係についても言及する。著者による問いかけと生徒の答、著者による解説の形式で各テーマの

説明が進んでいく。巻頭に基礎統計、巻末に人口統計、民族統計、中国・香港・台湾略年表を掲載。 
 
18. 日韓でいっしょに読みたい韓国史 
徐毅植, 安智源, 李元淳, 鄭在貞 著, 君島和彦, 國分麻里, 山﨑雅稔 訳 
明石書店 2014 年 

 

韓国の歴史研究者が日本の中高生など一般読者に向けて書いた韓国史の入門書。図版や統計が豊富

で、随所にコラムや解説がある。第 1 部が韓国の通史、第 2 部が日韓の文化交流史という構成。巻頭

に日中韓の時代変遷表、巻末に図版目録、用語解説、人名索引、事項索引を掲載。 
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19．現地取材！世界のくらし 4（モンゴル） 
関根淳 文・写真, 尾崎孝宏 監修 

ポプラ社 2020 年 

 

 世界の人々のくらしを取材し紹介する写真絵本シリーズ。第 4 巻では、モンゴルの自然や歴史など

の基礎的知識をはじめとして、学校生活やスポーツ、娯楽などの日常、街でくらす人々や草原でくら

す遊牧民たちの姿を紹介する。索引、写真・関連動画が見られる QR コードを掲載。 
 
20. 現代中国を知るための 44 章 第 5 版 
藤野彰, 曽根康雄 編著 
明石書店 2016 年 
現代中国の事情を、政治・経済・社会・対外戦略の観点から 44 章にわたって紹介している。各章

は数ページずつコンパクトにまとまっているため、関心のある章だけを気軽に読むこともできる。 
 
21. 東アジアと日本の音楽（国際理解に役立つ世界の民族音楽 1） 
井口淳子 著, こどもくらぶ 編 
ポプラ社 2003 年 
中国、モンゴル、韓国、日本の民族音楽を紹介する。各国の民族楽器の写真や楽譜が掲載されてお

り、音楽を通してその国の文化を知ることができる。世界の民族音楽を紹介する全 6 巻のうちの第 1
巻。 

 
22. 東アジア地図帳 
アイランズ 編, 今谷明, 樋口広芳, 石川剛 監修 
草思社 2011 年 
東アジアを様々な観点からビジュアル化した地図帳。地図をもとに、東アジアの自然地理、交易ル

ートや文化の伝播などを視覚的に理解することができる。原子力発電所の分布や鉄道路、砂漠化など、

現代のトピックも盛り込まれている。 
 
23. アジアの自然と文化 1（米からみる東アジア） 
24. アジアの自然と文化 2（小麦からみる東アジア） 
クリスチャン・ダニエルス 監修, 渡部武 著 
小峰書店 2012 年 

 

昔からアジアの人々は、知恵を絞って自然環境に適応した生活を営んできた。本シリーズでは、ア

ジア各地域の食をキーワードに、その土地の自然環境や生活文化を紹介する。 
第 1 巻は温暖で雨が多く、稲作が盛んな日本・中国南部・朝鮮半島南部の人々の暮らしを扱う。第

2 巻では、寒冷で乾燥した厳しい環境下で小麦を栽培する中国北部・朝鮮半島北部の人々の暮らしを

知ることができる。 
 
25. 韓国の中学生（世界の中学生 8） 
学習研究社 2003 年 

 

韓国では人口の約 5 分の 1 が首都ソウルに住んでいる。本書にはソウルの普通の公立中学校と、伝

統楽器と舞踊を学ぶ国立国楽中学校の学校生活が紹介されている。また 4 人の中学生の日常生活も紹

介されていて、日本以上に受験競争が激しい中でも、休日や習い事を楽しむ姿を見ることができる。 
 
26. 中国の中学生（世界の中学生 1） 
学習研究社 2003 年 

 

中国の中学生の時間割や学校外での日常生活が具体的に書かれている。英才教育やハードなカリキ

ュラムなど、一生懸命学んでいる様子が伝わってくる。日本の中学生の一日と比較するのも面白い。 
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27. 台湾の中学生（世界の中学生 16） 
森住衛 監修 
学習研究社 2006 年 

 

台湾の中学生への取材を通じて学校生活、友達や家族との接し方、将来の夢などを紹介。公立、私

立、全寮制、バイリンガル教育の学校、アミ族の子どもたちが多く学ぶ学校などがとりあげられてい

る。 
 
28. 韓国伝統文化事典 : カラー日本語版 
国立国語院(韓国) 編, 三橋広夫, 趙完済 訳 
教育出版 2006 年 

 

韓国文化の基礎用語 233 語を、「料理」「服飾」「住まいと暮らし」「韓国人の一生と歳時風俗」「民

俗信仰」「趣」「象徴と特産物」の 7 章に分けて解説。事典とあるが、一用語につき 2 頁をさいて解説

し、カラー写真が豊富。関連する諺も紹介する。巻末に五十音順の索引あり。 
 
29. 深奥的中国 : 少数民族の暮らしと工芸 
国立民族学博物館 編, 塚田誠之, 横山廣子 責任編集 
東方出版 2008 年 

 

本書は、大阪の国立民族学博物館で開催された「深奥的中国－少数民族の暮らしと工芸」展の図録

である。漢民族の勢力拡大の歴史の中で、漢文化を受容しながらも独自の文化も保持し続けた少数民

族。人口約 1600 万人の中国最多の少数民族であるチワン族や、その他の西南中国少数民族の特徴あ

る各民族の服飾・工芸品などを通じてその豊かな文化を数多くの写真で紹介。 
 
30. 世界遺産になった食文化 7（わかちあいのキムジャン文化韓国料理） 
服部津貴子 監修, こどもくらぶ 編 
WAVE 出版 2015 年 

 

2013 年に無形文化遺産に登録された、キムチを漬け込む「キムジャン文化」など、韓国の食文化を

紹介する。見開きで一つのテーマが完結し、写真やコラムが豊富に挿入されている。食文化の背景に

ある気象情報などのデータや日韓比較もある。巻末には、代表的な韓国料理のレシピと索引を掲載。 
 
31. 日韓類似ことわざ辞典 
森下喜一, 賈恵京 著 
白帝社 2000 年 

 

中国から文化を取り入れてきた日本と韓国には、似たことわざがたくさんある。本書は類似したこ

とわざを併記し、それぞれ 2 つの言葉に訳している。日韓の解釈を読むと両国の文化的背景を感じ取

ることができる。 
 
32. 世界の文字の書き方・書道 3（漢字文化圏のいろいろな書道） 
稲葉茂勝 著, こどもくらぶ 編 
彩流社 2015 年 

 

中国の書道の歴史や日本の書道の解説、書道で使う道具の説明のほか、モンゴル書道、ベトナム書

道、ハングル書道を紹介する。ハングル書道の項目には五十音との対応表および基本文字一覧表があ

る。写真や表を豊富に用い、ページ下部に用語解説、巻末に索引を掲載。 
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33. 東洋美術をめぐる旅 : 東京国立博物館東洋館 
東京国立博物館 編著 
平凡社 2013 年 

 

東京国立博物館東洋館で所蔵する東洋美術コレクションを紹介する公式ガイドブック。アジア諸地

域の仏像や書画、工芸品の写真を豊富に掲載している。シルクロードの品々やインドから東アジアに

伝わった仏像美術から、広いアジアにおける文化の連続性を実感することができる。巻末に掲載作品

索引あり。 
 
34. 中国の神獣・悪鬼たち : 山海経の世界 増補改訂版（東方選書 44） 
伊藤清司 著, 慶應義塾大学古代中国研究会 編 
東方書店 2013 年 

 

山海経
せんがいきょう

は中国古代の地理書で、山脈や河川についての記述のほかに伝説や神話を収録している。本

書では山海経に登場する様々な神獣や悪鬼を紹介し、古代中国の人々が世界をどのように捉えていた

のかを考察する。文章は研究者向けで難しい部分があるが、ユーモラスな姿をした神獣・悪鬼たちの

図像を見て楽しんでもらいたい。索引あり。 
 
35. 韓国の手仕事 
田代俊一郎 著 
晩聲社 2003 年 

人間国宝の作る「伽耶
カ ヤ

琴
グム

｣、街角の職人の作る｢紙のバッタ｣、牛の角を使う｢華
ファ

角
ガク

｣、日本にもある｢螺

鈿漆器｣、｢竹竿｣など、30 種の手仕事の作品世界を、それぞれの作り手の人生を織り交ぜながら紹介

している。取材の中で「中国・朝鮮半島・日本の北東アジアが同じ文化圏にあることを再認識した」

という著者の言葉が興味深い。 
 

国立国会図書館 国際子ども図書館 
児童サービス課 児童サービス企画係 
URL：https://www.kodomo.go.jp/ 


